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当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
医
療

を
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
院
内
の
仕

事
を
少
し
ず
つ
便
利
に
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
医
療
や
介
護
の
現
場
で
の
Ａ
Ｉ

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
詳
し
い
公
認
会

計
士
の
長
英
一
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
、
当
院

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
電
子
カ
ル
テ
と
の

連
携
や
会
計
業
務
の
工
夫
に
つ
い
て
評
価
を

受
け
る
一
方
で
、
会
議
の
記
録
作
成
や
情
報

共
有
な
ど
、
ま
だ
改
善
で
き
る
点
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
音
声
入
力
や
文
字
起

こ
し
、
問
い
合
わ
せ
対
応
を
助
け
る
仕
組
み

な
ど
を
上
手
に
取
り
入
れ
、
職
員
の
負
担
を

減
ら
し
、
そ
の
分
、
患
者
さ
ん
へ
の
よ
り
丁

寧
な
対
応
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
14
日
、
山
梨
県
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
峡
西
病
院

院
長
の
川
﨑
が
「
認
知
機
能
を
維
持

し
て
幸
せ
に
生
き
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
生
き
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
、大
切
な
の
は「
ど

れ
だ
け
長
く
生
き
る
か
」
だ
け
で
は

な
く
、「
ど
う
す
れ
ば
自
分
ら
し
く
、

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
か
」
を
考
え
る
こ

と
で
す
。
講
演
で
は
、
認
知
症
は
生

活
習
慣
の
見
直
し
や
早
め
の
気
づ
き

に
よ
っ
て
、
予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
適
度
な
運

動
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
十
分

な
睡
眠
、
禁
煙
や
節
酒
に
加
え
、
聞

こ
え
に
く
さ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
な

い
こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
認
知
機
能
を
守
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
人
と
の
つ
な

が
り
で
す
。
ご
家
族
や
友
人
、
地
域

の
方
と
会
っ
て
話
す
こ
と
、
笑
う
こ

と
、役
割
を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
は
、

心
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
で
あ
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。当
法
人
も
、

地
域
の
皆
さ
ま
が
い
き
い
き
と
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

づ
く
り
と
支
え
合
い
を
大
切
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。

医
療
介
護
現
場
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術

院内研修院内研修

オープンセミナーオープンセミナー

認知機能を維持して認知機能を維持して
幸せに生きる幸せに生きる
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際
に
も
活
用
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

２
つ
目
に
、
院
内
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
各
支
援
者
や
研
修
医
、
学
生
と
い
っ

た
第
三
者
が
閲
覧
し
た
際
の
意
見
も
取

り
入
れ
外
部
へ
も
使
用
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
よ
り
内
容
や
見
や
す
さ
の
精
度

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

３
つ
目
に
、
現
在
は
紙
媒
体
で
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

電
子
カ
ル
テ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
持
ち
運

び
が
可
能
で
あ
り
、
写
真
機
能
も
備
わ
っ

て
い
る
為
、
今
後
は
手
順
書
を
電
子
カ
ル

テ
内
に
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も
確
認
・
更
新
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
利
便
性
が
高
ま
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
メ
ー

カ
ー
と
も
可
否
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
に
、
利
用
者
様
の
情
報
が
多
岐

に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
い
る
為
、
取
り
扱

い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
事
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
電
子
カ
ル

テ
内
に
入
れ
込
む
等
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面

の
強
化
を
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

手
順
書
の
作
成
を
通
じ
て
、
訪
問
看
護

の
質
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
ツ
ー
ル
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
を
考

え
な
が
ら
、
多
職
種
連
携
の
質
も
さ
ら
に

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

手
順
書
を
作
成
し
、
訪
問
時
に
お
け
る

ス
タ
ッ
フ
の
関
わ
り
方
を
統
一
化
し
、
訪

問
看
護
の
質
の
維
持
を
図
る
。
ま
た
、
手

順
書
の
更
新
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
定
期

的
に
行
い
、
更
新
し
て
い
く
事
で
、
訪
問

看
護
の
質
を
高
め
る
。

　

今
回
の
手
順
書
作
成
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
昨
年
度
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
計
画

に
「
統
一
し
た
看
護
の
提
供
の
為
、
手
順

書
を
作
成
す
る
」
と
い
う
計
画
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

手
順
書
を
作
る
事
で
、
期
待
で
き
る
効

果
の
１
つ
と
し
て
、
利
用
者
様
へ
の
関
わ

り
方
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
事
で
、
訪
問

者
に
よ
っ
て
の
対
応
の
ば
ら
つ
き
を
防

ぎ
、
訪
問
看
護
の
質
の
維
持
を
図
る
。

　

２
つ
目
に
情
報
を
常
に
更
新
し
て
い
く

事
で
、
利
用
者
様
へ
の
理
解
を
深
め
、
更

な
る
訪
問
看
護
の
質
の
向
上
に
繋
げ
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
？
と
思
い
、
こ
の
目

標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

書
式
決
定
後
、
担
当
看
護
師
と
共
に
月

12
名
を
目
標
に
、
利
用
者
様
約
１
４
０
人

分
を
作
成
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
者
様
の
現
病
歴
や
生
活

歴
、
家
族
関
係
と
い
っ
た
背
景
か
ら
、
訪

問
時
の
対
応
や
特
徴
、
服
薬
管
理
方
法
な

ど
を
記
載
。

　

進
捗
状
況
確
認
を
３
ヶ
月
ご
と
に
所
長

と
行
い
、
半
年
ご
と
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

で
内
容
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
様
が
入
院
や
就
労
、
家
族
関
係

や
服
薬
管
理
方
法
な
ど
、
状
況
に
大
き

な
変
化
が
生
じ
た
際
に
は
、
適
宜
更
新

を
行
い
、
常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
３
月
に
、
訪
問
時
に
持
ち
出

す
全
利
用
者
様
の
フ
ァ
イ
ル
に
手
順
書
を

差
し
込
み
、
目
標
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

	
	

	

　

今
年
３
月
に
は
す
べ
て
の
利
用
者
フ
ァ

イ
ル
に
手
順
書
を
差
し
込
み
、
訪
問
時
に

参
照
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

活
用
例
の
１
つ
目
で
す
が
、
訪
問
先

で
、
利
用
者
様
が
混
乱
し
て
い
る
状
況
で

も
「
第
二
金
曜
は
掃
除
の
日
」
な
ど
と

い
っ
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る
際

に
活
用
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

２
つ
目
に
、
診
断
名
や
生
育
歴
だ
け
で

な
く
、
訪
問
時
の
作
法
や
利
用
者
の
拘

り
、
薬
の
セ
ッ
ト
方
法
等
を
詳
細
に
記
載

し
た
事
で
実
用
的
な
手
順
書
と
な
り
、
利

用
者
様
へ
の
理
解
を
深
め
る
事
も
出
来
ま

し
た
。

　

３
つ
目
に
、
異
動
し
て
来
た
ス
タ
ッ
フ

へ
の
利
用
者
様
説
明
の
際
に
「
必
要
最
低

限
の
情
報
」
と
し
て
事
前
に
通
読
し
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
後
、
異
動
者
だ
け

で
は
な
く
、
新
入
社
員
の
方
に
も
有
効
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

４
つ
目
に
、
訪
問
利
用
者
様
が
入
院
す

る
際
、
情
報
提
供
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

５
つ
目
に
、
研
修
医
・
学
生
が
来
た
際

の
事
前
の
参
考
資
料
と
し
て
も
役
立
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
手
順
書
を
全
利
用
者
様
分
格
納

し
終
え
た
段
階
で
、
今
後
は
「
ど
う
活
か

す
か
」
を
更
に
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
僅
か
な
事
例
で
は
あ
り
ま

す
が
、
活
用
例
の
項
目
で
も
お
話
し
し
た

よ
う
に
、
利
用
者
様
入
院
時
に
、
手
順
書

を
病
棟
へ
前
情
報
と
し
て
提
供
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
は
院
内
だ
け
で
は
な

く
、
他
施
設
や
他
機
関
へ
の
情
報
提
供
の

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度　
幸
　
幸  

せせ  

発発  

表表  

会会  
令
和
６
年
度

令
和
６
年
度　
幸
　
幸  

せせ  

発発  

表表  

会会  
◇ 

努
力
賞 
◇

　
　
訪
問
看
護田

原
慎
之
介

村
松
奈
々
子

目

標

活
用
例
と
成
果

方

法

ま
と
め

目
的
・
理
由

課
題
と
展
望
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　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

　2026年度部署異動にて13年ぶりにOT矢崎さんが
リハビリテーションセンター（以下、RC）に帰って来
てくれました。矢崎さんにインタビューさせていただ
きました。

　久しぶりのRCはいかがでしょうか？

　13年ぶりのフレンズです。場所が変わり、名前も変
わっており、まるで浦島太郎です。ここはどこ、何を
すればいいの？といった感じです。

　RCで今後行いたいことを教えてください

　まずは、皆さまの名前と顔が一致するようにし、仕
事が徐々に分かるようにしていきたいです。その後に
何をしたいか考えていこうと思います。

・・・これからもよろしくお願いします・・・

【
活
動
曜
日
】
毎
週
水
曜
日
午
後

【
活
動
内
容
】

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
リ
ワ
ー
ク
心
理
教
育
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
３
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
心
理
教
育
は
主
に
４
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

①
ス
ト
レ
ス
対
処
、
②
自
己
理
解
の
促
進
、
③
休
息
・
睡
眠
、
④
リ
ワ
ー

ク
制
度
関
連
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
側
か
ら
情
報
提
供
し
て
い
く
形
の
流
れ
で
す

が
、
参
加
者
の
感
想
や
気
付
い
た
こ
と
を
共
有
し
た
り
、
１
つ
の
情
報
か

ら
様
々
な
考
え
方
、
受
け
止
め
方
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

プログラム紹介   

リ
ワ
ー
ク
心
理
教
育
　
復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

　４月28日（火）にブリエ病棟レクリエーションにて、　４月28日（火）にブリエ病棟レクリエーションにて、
鉄板焼きそば会を行いました。午前にＯＴ室前の芝生広場鉄板焼きそば会を行いました。午前にＯＴ室前の芝生広場
に、テーブル、いす、ガス台、鉄板を準備して、材料のキャに、テーブル、いす、ガス台、鉄板を準備して、材料のキャ
ベツ、ウインナ―を切りました。午後から、病棟の患者様ベツ、ウインナ―を切りました。午後から、病棟の患者様
を誘導して、外気浴をしながら、鉄板での焼きそば作りをを誘導して、外気浴をしながら、鉄板での焼きそば作りを
見学して、器いっぱいの焼きそばをいただきました。美味見学して、器いっぱいの焼きそばをいただきました。美味
しいとおかわりする方も多かったです。病棟レクでの大がしいとおかわりする方も多かったです。病棟レクでの大が
かりな室外企画は、数年ぶりでしたが、大好評でした。かりな室外企画は、数年ぶりでしたが、大好評でした。
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

レクリエーションでは、坂道を転がるカラーボールを色ごとにキャッチして仕分けるレクリエーションでは、坂道を転がるカラーボールを色ごとにキャッチして仕分ける
ゲームを行いました。最初は色分けに苦戦する姿もありましたが、慣れてくるとテンポゲームを行いました。最初は色分けに苦戦する姿もありましたが、慣れてくるとテンポ
よくキャッチできるようになっていました。実際に挑戦している方はもちろん、周りでよくキャッチできるようになっていました。実際に挑戦している方はもちろん、周りで
見守る方々も一緒に声を上げて盛り上がっていました!!見守る方々も一緒に声を上げて盛り上がっていました!!

園芸グループでは、爪蓮華の株分けと植え替え、そしてかぼちゃの種まきを行いました。園芸グループでは、爪蓮華の株分けと植え替え、そしてかぼちゃの種まきを行いました。
皆さん慣れた手つきで、作業はとてもスムーズに進みました。 鉢をひっくり返した際皆さん慣れた手つきで、作業はとてもスムーズに進みました。 鉢をひっくり返した際
には、小さなムカデが姿を見せて驚く一幕もありました。 まいたには、小さなムカデが姿を見せて驚く一幕もありました。 まいた
かぼちゃの種は順調に育ち、元気な苗へと成長しています！かぼちゃの種は順調に育ち、元気な苗へと成長しています！

制作の会では5月5日の端午の節句に向け鯉のぼりを作成しました。制作の会では5月5日の端午の節句に向け鯉のぼりを作成しました。
参加した方々は全員女性でしたが、きっと昔のことを思い出しなが参加した方々は全員女性でしたが、きっと昔のことを思い出しなが
ら皆色とりどりの折り紙を上手に切り抜き、カラフルな鯉のぼりをら皆色とりどりの折り紙を上手に切り抜き、カラフルな鯉のぼりを
完成させておりました。写真の顔から皆さんの満足感が伺えます！完成させておりました。写真の顔から皆さんの満足感が伺えます！
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今回は、Ｔさんにおすすめの本を
聞きました！

本の題名：情報セキュリティの敗北史
脆弱性はどこから来たのか

（作者：アンドリュー・スチュワート／出版社：白揚社）

●読んだきっかけは？
　情報セキュリティに関心があり、何冊かの本を読む中で出会いました。

●おすすめのポイントは？
　タイトルに「敗北史」とあるように、過去から現代にいたるまでのコンピュータの発展と、
それに伴って増えていくセキュリティリスク等々の「敗北の歴史」が紹介されています。セキュリ
ティに目を光らせて守る側は、いつ、どのような手法で、どのような脆弱性をついてくるか
分からないハッカーに対して、常に怯えていなければならず、常に不利な戦いを強いられます。
また、十分に対策が練られた現代においては、それを使用する人間を狙った手法（フィッシング
等）が多用されます。コンピュータを利用する人間への教育の難しさ等、読みながら身につま
されるような思いでした。

患者の権利と責任
あなたには、「その人らしさをともに創造する」の理念の下、治療の主体者として、

以下の権利と責任があります。

１．必要かつ十分な医療サービスを、あなたにふさわしいやり方でいつでも受ける権利
２．治療の主体者として、医療者と協力して病気を治すことに参加する責任
３．病名・病状・予後・ 診療計画・薬の名前や作用・副作用、必要な費用などについて、納得できるまで説明

を受ける権利
４．個人の秘密が守られる権利および私的なことに干渉されない権利
５．自分の患者としての行動に適用される病院の規定・規則を知る権利とそれを守る責任
６．自分が受けた医療等に関する費用の請求を点検し、説明を受ける権利と、決められた期限までに請求され

た医療費等を支払う責任
７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるようにするため、他の患者さんの治療や病院職員による医療

提供に支障を与えないよう配慮する責任
８．治療上必要な必要最小限の行動の制限を受けることがありますが、「精神保健及び精神障害者福祉に関する

法律」に定められた、面会・通信の自由、退院請求を行う権利及び治療・対応に対する不服申立てをする
権利と、これらの請求や申立てをしたことによって不利に扱われない権利
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私
に
は
雨
女
の
自
覚
が
あ
り
ま
す
。
友

達
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
れ
ば
７
割
く
ら

い
の
確
率
で
雨
、
旅
行
先
で
も
高
確
率
で

雨
が
降
り
ま
す
。

　

木
漏
れ
日
に
照
ら
さ
れ
る
神
秘
的
な
風

景
と
名
高
い
宮
崎
県
の
高
千
穂
峡
に
旅
行

し
た
時
は
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
模
様
で
、

神
秘
的
と
い
う
よ
り
は
見
慣
れ
た
近
く
の

河
原
の
印
象
で
し
た
。
よ
く
映
画
の
舞
台

と
な
る
尾
道
で
、
坂
の
あ
る
景
色
か
ら
瀬

戸
内
海
を
眺
め
よ
う
と
行
っ
た
と
こ
ろ
、

雨
に
濡
れ
た
坂
道
の
階
段
で
足
を
滑
ら
せ

て
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
熊
野
古
道
を

歩
く
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
に
は
、
那
智

の
滝
は
雲
が
か
か
り
、
半
分
の
高
さ
し
か

見
え
ず
、
古
道
を
歩
く
頃
に
な
る
と
、
横

殴
り
の
雨
に
て
中
止
。

　

し
か
し
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
渓
谷
の
景

色
も
、
雲
間
か
ら
み
た
雨
に
煙
る
瀬
戸
内

海
の
景
色
も
、
雲
間
か
ら
落
ち
る
滝
も
、

見
方
を
変
え
れ
ば
旅
行
雑
誌
な
ど
で
は
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
落
ち
着
い
た
風
情
を

感
じ
る
景
色
で
し
た
。

　

物
事
に
は
表
と
裏
が
あ
り
、
両
方
の
側

面
か
ら
見
る
事
で
気
付
か
な
い
事
に
気
付

け
、
豊
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
晴
天
で
も
雨
天
で
も
、
良

い
事
も
悪
い
事
も
視
点
を
変
え
、
こ
れ
か

ら
も
旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
こ
れ
が
、
私
の
趣
味
と
言
え
る
事

な
の
で
し
ょ
う
。

　

梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
気
温
差
や
冷

房
の
影
響
で
体
が
冷
え
や
す
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
寒
が

り
で
す
。
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う
と
、

春
に
な
っ
て
も
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
が
手
放

せ
ず
、
冬
は
「
こ
れ
か
ら
山
に
登
る
の
？

モ
コ
モ
コ
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い

着
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

寒
が
り
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

一
般
的
な
調
査
で
も
３
割
近
く
の
人
が

自
覚
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
そ
の
一
人
と
し
て
、
寒
さ
を

少
し
で
も
和
ら
げ
た
い
と
思
い
、
原
因

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
筋
肉
量
の
少
な
さ
や
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
、
血
行
不
良
な

ど
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
夏
場
で
も
冷
房
の
効
い
た
室
内

で
は
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
寒

が
り
に
と
っ
て
は
１
年
を
通
し
て
冷
え

対
策
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
々
の
生
活
の
中
で
出
来

る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
見
直
し
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
寒
が
り
の
原
因
と
し
て
、
筋
肉

量
の
少
な
さ
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
適
度
な
運
動

を
取
り
入
れ
、
筋
肉
量
を
増
や
し
て
体

温
を
上
げ
や
す
い
体
づ
く
り
を
目
指
そ

う
と
思
い
ま
し
た
。
急
に
１
時
間
歩
く
の

は
無
理
だ
け
れ
ど
、
い
つ
も
よ
り
５
分
、

10
分
多
く
歩
い
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
継
続
す
る
こ
と
、
無
理
な

く
続
け
る
こ
と
を
目
標
に
始
め
ま
し
た
。

少
し
歩
い
て
み
る
と
、
季
節
の
花
が
咲

い
て
お
り
、
犬
の
散
歩
や
走
っ
て
い
る
人

と
す
れ
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

歩
く
た
び
に
、
小
さ
な
発
見
や
気
分

転
換
に
な
り
、
今
日
は
ど
の
道
を
歩
い
て

み
よ
う
と
楽
し
み
に
思
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
大
き
な
変
化
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
さ
を
完
全

に
な
く
す
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
自
分
の

体
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
無
理
の
な
い

方
法
で
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
寒
さ
に
負
け
な
い
体
づ

く
り
を
目
指
し
、
よ
り
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
法
人
は
１
９
５
７
年
（
昭
和

　
当
法
人
は
１
９
５
７
年
（
昭
和
3232
年
）
年
）

７
月
２
日
に
創
立
さ
れ
、
来
年
で

７
月
２
日
に
創
立
さ
れ
、
来
年
で
7070

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

１
９
５
７
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

１
９
５
７
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

日
本
初
の
南
極
観
測
基
地
で
あ
る
昭
和

日
本
初
の
南
極
観
測
基
地
で
あ
る
昭
和

基
地
の
開
設
、
１
０
０
円
硬
貨
の
発
行

基
地
の
開
設
、
１
０
０
円
硬
貨
の
発
行

開
始
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
国
内
販
売
が

開
始
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
国
内
販
売
が

始
ま
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
始
ま
り

始
ま
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
始
ま
り

を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
数
多
く
あ
り

を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
長
嶋
茂
雄

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年
に
は
長
嶋
茂
雄

さ
ん
の
巨
人
入
団
が
大
き
な
話
題
と
な

さ
ん
の
巨
人
入
団
が
大
き
な
話
題
と
な

り
、
多
く
の
人
々
に
夢
や
活
力
を
届
け

り
、
多
く
の
人
々
に
夢
や
活
力
を
届
け

ま
し
た
。
今
で
は
当
た
り
前
に
身
近
に

ま
し
た
。
今
で
は
当
た
り
前
に
身
近
に

あ
る
も
の
や
、
今
も
語
り
継
が
れ
る
出

あ
る
も
の
や
、
今
も
語
り
継
が
れ
る
出

来
事
が
生
ま
れ
た
時
代
と
、
当
法
人
は

来
事
が
生
ま
れ
た
時
代
と
、
当
法
人
は

歩
み
を
と
も
に
し
て
き
た
こ
と
を
感
慨

歩
み
を
と
も
に
し
て
き
た
こ
と
を
感
慨

深
く
思
い
ま
す
。

深
く
思
い
ま
す
。

　
人
間
に
置
き
換
え
る
と
、

　
人
間
に
置
き
換
え
る
と
、7070
歳
は
「
古

歳
は
「
古

希
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
由
来
は
、
唐
の

希
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
由
来
は
、
唐
の

詩
人
杜
甫
が
「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」

詩
人
杜
甫
が
「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」

と
詠
ん
だ
こ
と
に
ち
な
む
そ
う
で
、
平

と
詠
ん
だ
こ
と
に
ち
な
む
そ
う
で
、
平

均
寿
命
が

均
寿
命
が
3030
代
～
代
～
4040
代
だ
っ
た
当
時
、

代
だ
っ
た
当
時
、

7070
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に

歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に

珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大
変
め
で
た
い

珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大
変
め
で
た
い

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
の

　

来
年
の
7070
周
年
と
い
う
大
切
な
節
目

周
年
と
い
う
大
切
な
節
目

に
向
け
て
、
法
人
の
歩
み
を
振
り
返
り

に
向
け
て
、
法
人
の
歩
み
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
に
感
じ

な
が
ら
、
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
様
々
な
広
報
企

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
様
々
な
広
報
企

画
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

画
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添
い
、
皆
さ
ま

れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添
い
、
皆
さ
ま

と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
け
る
法
人
で

と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
け
る
法
人
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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次回467号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

ぼ
く
の
こ
と
心
配
し
て
る
よ
雨
蛙

ぼ
く
の
こ
と
心
配
し
て
る
よ
雨
蛙		

今
福
　
和
人

今
福
　
和
人

夏夏な
つ
な
つ

陽陽びび

成成なな

りり
陽陽ひひ

差差ざざ

し
さ
け
て
は
ヨ
シ
ズ

し
さ
け
て
は
ヨ
シ
ズ
立立たた

てて

		

大
森
眞
知
子

大
森
眞
知
子

な
つ
か
し
や
父
の
お
も
か
げ
花
菖
蒲

な
つ
か
し
や
父
の
お
も
か
げ
花
菖
蒲		

カ
ナ
メ

カ
ナ
メ

祖
母
田
植
私
ど
ろ
ん
こ
は
し
ゃ
ぐ
声

祖
母
田
植
私
ど
ろ
ん
こ
は
し
ゃ
ぐ
声		

な
つ
な

な
つ
な

あ
つ
き
夜
に
蚊
が
飛
び
ま
わ
り
足
た
た
き

あ
つ
き
夜
に
蚊
が
飛
び
ま
わ
り
足
た
た
き

		

保
坂
五
十
鈴

保
坂
五
十
鈴

初
夏
の
頃
み
か
ん
の
花
が
咲
き
に
け
り

初
夏
の
頃
み
か
ん
の
花
が
咲
き
に
け
り

		

渡
辺
　
あ
き

渡
辺
　
あ
き

い
ろ
い
ろ
な
光
と
出
会
っ
て
み
た
い
ね

い
ろ
い
ろ
な
光
と
出
会
っ
て
み
た
い
ね

		

渡
辺
奈
美
子

渡
辺
奈
美
子

「おあしす」に
関するアンケートに
ご協力をお願いします

いつも「おあしす」を
ご愛読いただきありが
とうございます。
より良い広報誌を目指
していくために、アン
ケートにご協力をお願
いします。

■下記ＱＲコードから
アンケートへの回答を
お願いします。

広報委員会

6月
10日10日

診療会議診療会議

11日11日
１日看護師交流イベント１日看護師交流イベント

19日19日
県精神障害者スポーツ県精神障害者スポーツ
レクリエーション大会レクリエーション大会


